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中央会・レディースクラブ IT 研究会（於 ソフトピアジャパン）　 （記事 2頁）

　

徳
川
家
康
と
石
田
三
成
が

天
下
の
覇
権
を
か
け
て
戦
っ

た
関
ヶ
原
の
合
戦
（
一
六
〇
〇

年
）
か
ら
今
年
で
四
〇
〇
年
。

一
月
か
ら
は
、
徳
川
幕
府
の
創

成
期
を
描
い
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大

河
ド
ラ
マ
「
葵
・
徳
川
三
代
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

西
軍
が
入
城
し
た
大
垣
城
で
は
、
三
月
二
十
五
日
か
ら

十
月
九
日
ま
で
の
百
九
十
九
日
間
「
決
戦
関
ヶ
原
大
垣

博
」
が
開
催
さ
れ
る
。

　

現
下
の
厳
し
い
経
済
環
境
の
中

で
、
岐
阜
県
経
済
、
地
域
経
済
に

与
え
る
波
及
効
果
が
大
い
に
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

時
は
ま
さ
に
西
暦
二
〇
〇
〇
年
、

ミ
レ
ニ
ア
ム
で
あ
り
、
大
垣
博
の

テ
ー
マ
は
「
歴
史
と
出
逢（
あ
）い

－

新
た
な
る
西
美
濃
千
年
物
語

の
は
じ
ま
り
」
で
あ
る
。
東
軍
・
西
軍
あ
わ
せ
て
十
六
万

人
が
大
垣
周
辺
に
集
結
し
て
、
一
大
戦
国
絵
巻
が
展
開
さ

れ
た
四
〇
〇
年
前
の
歴
史
と
東
西
文
化
の
接
点
地
の
素

顔
に
触
れ
て
地
域
の
歴
史
と
文
化
を
掘
り
起
こ
す
と
と

も
に
、
新
し
い
交
流
と
文
化
を
生
み
だ
し
、
二
十
一
世
紀

へ
の
跳
躍
の
足
が
か
り
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

西
美
濃
は
、
古
来
日
本
の
東
西
の
結
節
点
に
位
置
し
、

様
々
な
人
・
物
・
情
報
・
文
化
が
交
流
す
る
重
要
な
舞
台

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
開
催
場
所
の
大
垣
市
は
現
在
も
交
通
の
要
衝
と

し
て
東
西
を
つ
な
ぐ
一
方
、「
交
流
・
連
帯
・
創
造
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
を
中
心
と

し
て
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
技
術
の
研
究
開
発
拠
点
と
し
て
、

世
界
を
つ
な
ぐ
情
報
都
市
と
し
て
脚
光
を
浴
び
つ
つ
あ

る
。

　

お
り
し
も
首
都
機
能
移
転
候
補
地
と
し
て
、
岐
阜
・
愛

知
地
域
（
東
濃
・
西
三
河
北
部
）
が

選
定
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
訪
れ
る

入
場
者
に
優
位
性
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶

好
の
機
会
で
も
あ
る
。

　

昨
年
発
足
し
た
実
行
委
員
会
は
、

約
二
百
名
に
も
及
ぶ
市
民
の
皆
さ

ん
が
手
弁
当
で
企
画
に
参
加
し
、
官

民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ま
れ
て

い
る
。

　

そ
の
力
が
成
功
に
つ
な
が
り
、
参
加
し
た
人
々
が
や
れ

ば
出
来
る
と
い
う
自
信
を
持
つ
こ
と
が
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

　

我
々
県
民
も
、
い
ろ
い
ろ
の
場
に
積
極
的
に
参
画
し
、

見
学
す
る
こ
と
に
よ
り
歴
史
を
見
直
し
、
東
西
文
化
が
出

会
っ
た
地
・
大
垣
の
素
顔
に
触
れ
な
が
ら
「
決
戦
関
ヶ
原

大
垣
博
」
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
い
も
の
で
あ
る
。

「
決
戦
関
ヶ
原大垣

博
」

県
民
総
参
加
で　
　

盛
り
上
げ
を 
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な
い
」と
説
明
。ま
た
、辻
副
社
長
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
歴
史
を
説
明
し

た
上
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

方
法
を
話
し
た
。特
に「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
安
い
価
格
で
商
品
提
示
で

き
る
ほ
か
、広
告
媒
体
な
ど
に
使
え
、

活
用
し
だ
い
で
は
い
ろ
い
ろ
な
商
売

が
可
能
と
な
る
」と
説
明
し
参
加
者

と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

全
国
か
ら
約
六
百
の
企
業
・
組
合
等

が
参
加
。三
重
会
場
を
皮
切
り
に
、全

国
六
カ
所（
中
部
、北
海
道
・
東
北
、近

畿
、中
国
・
四
国
、関
東
甲
信
越
静
、九

州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
の
順
）で
開
催
す

る
。

　

三
重
会
場
で
は
、展
示
・
即
売
・
実

演
・
手
作
り
・
体
験
の
五
ゾ
ー
ン
を
設

け
、食
品
・
木
工
・
窯
業
な
ど
二
百
八

十
七
企
業
・
組
合
等
が
展
示
、五
十
七

社
が
即
売
を
行
っ
た
。

　

岐
阜
県
か
ら
は
、飛
騨
春
慶
連
合

協
同
組
合
が
透
明
漆
な
ど
、協
同
組

合
飛
騨
木
工
連
合
会
が
学
童
机
・
椅

子
な
ど
を
出
展
し
た
。

（２）

Ｉ
Ｔ
革
命
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
変
え
る

レ
デ
ィ
ー
ス
・
Ｉ
Ｔ
研
究
会
を
開
催

　

中
央
会
と
同
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ

は
一
月
二
十
八
日
、ソ
フ
ト
ピ
ア

ジ
ャ
パ
ン
で『
Ｉ
Ｔ（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）研
究
会
』を

開
催
し
た
。

　

研
究
会
は
、ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ

ン
の
概
要
説
明
と
見
学
。そ
の
後
、辻

正
中
央
会
長
か
ら『
今
後
の
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
に
生
か
す
情
報
通
信
技

術（
Ｉ
Ｔ
）』、中
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

　

の
辻
精
二
副
社
長
か
ら『
情
報
通

（株）信
技
術（
Ｉ
Ｔ
）に
つ
い
て
の
現
状
と

今
後
の
可
能
性
』に
つ
い
て
話
を
き

い
た
。

　

辻
会
長
は「
Ｅ－

ビ
ジ
ネ
ス（
電
子

商
取
引
）は
、世
界
で
通
用
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
で
あ
る
。し
か
し
、近
い
将
来
、

Ｅ
が
な
く
な
り
、当
た
り
前
の
ビ
ジ

ネ
ス
形
式
と
な
り
、今
後
は
Ｉ
Ｔ
を

使
い
こ
な
さ
な
け
れ
ば
商
売
に
な
ら

レ
デ
ィ
ー
ス
・
Ｉ
Ｔ
研
究
会

全
国
地
場
産
フ
ェ
ア
・
岐
阜
県
か
ら
の
出
展
組
合

全
国
地
場
産
フ
ェ
ア
が
開
催

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
六
会
場

　

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
が
主

催
す
る『
全
国
地
場
産
フ
ェ
ア
〜
ス

プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
二
○
○
○
〜
』

が
一
月
二
十
八
日
か
ら
三
日
間
、メ
ッ

セ
ウ
イ
ン
グ
・
み
え
で
開
催
し
た
。

　

同
フ
ェ
ア
は
、中
小
企
業
支
援
施

策
の
一
環
と
し
て
、本
年
度
第
二
次

補
正
予
算
で
急
遽
開
催
が
決
ま
り
、

中
央
会
Ｈ
Ｐ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

中
小
企
業
の
マ
ル
チ
ス
ペ
ー
ス

　

中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）を

二
月
一
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
た
っ
て
は
、

『
中
小
企
業
の
マ
ル
チ
ス
ペ
ー
ス
』を

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
お
き
、機
能
的

な
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
と
と
も
に
、全

て
の
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
操
作
性
を
著

し
く
低
下
さ
せ
る
よ
う
な
表
示
速
度

に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
制
作
し

ま
し
た
。

　

Ｈ
Ｐ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
は
、新
着

情
報（W

hat'sN
ew

）や
役
立
つ
情
報

を
中
心
に
、ユ
ー
ザ
ー
の
関
心
が
高

く
、組
合
運
営
及
び
中
小
企
業
経
営

に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
情
報
を
全

面
に
出
し
た
Ｈ
Ｐ
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。ま
た
、組
合
の
Ｈ
Ｐ
も
十
四
組
合

を
追
加
し
二
十
一
組
合
と
な
っ
た
。

昨
年
開
設
し
た
三
組
合
も
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
、も
う
一
度
ご
覧
く
だ

さ
い
。UR

L

― http://w
w
w
.chuokai

― gifu.or.jp/

（
こ
の
一
年
間
の
ア
ク
セ
ス
件
数
は
、

六
千
百
六
十
一
件
）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
中
央
会
の
Ｈ
Ｐ
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中小企業税制改正のポイント�

事業承継税制改革�

　平成１２年度税制大網のうちで、平成１２年１２月２１日に通商産業省・中小企業庁が中小企業税制改正のポイン�
トを発表した。主な項目では①中小・ベンチャー関係税制②固定資産税制改革③確定拠出型年金制度の導入④民�
需喚起・経済対策⑤設備投資－がある。�
　２月号では『事業承継税制改革』を紹介。詳細は、組合活性化情報・春季号で掲載します。�

　取引相場のない株式の評価方法を昭和47年以来、28年ぶりに抜本改正するととも�
に、延納利子税を引き下げることにより、中小企業の事業承継に万全を期す。�

�

1.取引相場のない株式の評価方法の抜本的見直し�

（1）株価算定方法の改正（「収益要因」の重視による「資産要因」のウエイト引下げ）�

（現　行）� （改正後）�株　　　　価�

配当比準値+利益比準値+純資産（簿価）比準値�
３�

（2）減額率の引下げ�
（現行）一律0.7　→　（改正後）　大会社：0.7、中会社：0.6、小会社：0.5

☆以上により、株式の評価額は従来に比べ、20～40％低下。�

2.相続税延納の際の利子税の引下げ�

平成11年12月まで� 平成12年1～3月� 平成12年4月以降�

◇不動産・株式等�
の割合が75％以上�

◇不動産・株式等�
の割合が50％以上�

◇不動産・株式等�
の割合が50％未満�

4.　2％�

5.　4％�

6.　6％�

 ○約100,000人の既存延納者にも適用（累積延納額1兆5,000億円）。�
　新規延納者は毎年10,000人以上（延納申請額4,000億円程度）。�

 ○利子税の引下げにより、延納期間が長い場合には、利子税負担が相当程度軽減。�
　（相続税の延納金額1億円、延納期間20年の場合→利子税合計4,410万円→2,310万円）�

（参考1）平成9年度の相続税負担　相続人：約13万5,000人、相続税：約2兆円�
（参考2）最高税率の引下げを含む税率構造の見直しについては、個別所得課税の抜本的見直しに併せて、�
　　　　 早急に検討して結論を得る（自民党平成12年度税制改正大綱）。�

類似業種株価�

減　 額　 率�

=

×�

×�

株　　　　価�

配当比準値+３×利益比準値+純資産（簿価）比準値�
５�

類似業種株価�

減　 額　 率�

=

×�

×�

注）比準値：対象会社と上場企業（標本）のそれぞれの一株当たりの値を比較した比率。�

2.　5％�

3.　3％�

4.　0％�

2.　2％�

2.　2％�

3.　6％�
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南村鎮の南興集団公司
　最初に訪問したのは広州市から10km離れた番禺市
の南村鎮に位置する南興集団公司という会社である。
当日は鎮長も鎮の状況説明のため出席いただいた。そ
れによると、南村鎮は中国の二大発展地域の一つであ
る珠江デルタ地域のほぼ真ん中に位置し、外省人を含
む人口は約７万人とのこと。番禺市の最大の産業は、今
や不動産業で工業が２位、農業は近年比率が低下して
第３位とのことであった。工業の中では繊維産業が中
心である。
　見学した工場はもともと政府所有であったものが
個人に売却され、現在は私営企業となったものである。
集団公司という名前のとおり５つのアパレル工場と一
つの電子関係工場が一つの工場敷地に集積していた。

中国公司（企業）の特徴
　従業員は3,000人、1,400台あるミシンの９割は日本
製。男女従業員は全く同じ業務内容で、月30万着の衣
類を製造している。綿・化繊などの中級品生地を日本、
韓国、台湾などから輸入し、高級婦人服を生産し香港、
アメリカ、ヨーロッパなどに輸出している。この企業
は輸出ライセンスを持っており直接輸出も行ってい
る。
　その次に訪れたのはレインコート、ウインドブレー
カーなどを製造している工場で、案内してくれたのは
まだ40歳前後の若い創業社長であった。彼の工場では
ディズニーなどキャラクターものやNAUTICA、
UMBROなどのOEM製品を製造している。品質管理
のために既に ISOも取得済みとのことであった。原料
はほとんどが輸入で服飾付属品については中国内で
調達している。工場内も比較的きれいに整理されてお
り、また、経理等にパソコンが導入されており創業社
長の意気込みが感じられた。
　その他、オーストラリア資本の女性用下着工場も視
察したが、生産管理のいたるところがコンピュータ化
されていることが非常に印象的であった。例えば、製
品設計データはオーストラリアの本部からインター
ネットを通じて取得しており、最終製品のバーコード
付けなども本国のホストコンピュータとダイレクト

につながったコンピュータにより自動化されている。
いわばオーストラリア本社がコンピュータを通じて
直接海外工場をオペレートしているのである。

中国企業の国際競争力
　その他数社を見学したが、総じて感じたことは中国
企業は品質向上に非常に熱心であるということであ
る。ISOを積極的に取得したり、原料も品質に優れた輸
入品を使用する場合が多い。中国企業自身、外省人を
雇用して人件費を抑えるなど製造コストを安くして
いる。他方、独自のブランドを持っているところは非
常に少なく、あってもブランド力は極めて弱いのが実
情である。材料加工そのものの形態の所が大部分で、
自らデザインしたりする企画力については正直言っ
てこれからという印象であった。また、顧客も香港の
事務所を通じて確保しているところがほとんどで、商
談・契約の場は広東省以外が普通である。
　少なからぬ日本企業も広東省でアパレルを生産し
ているが、広東省に良質で安価な労働力があり、品質
管理がなされる限り、この傾向は今後とも続くと予想
される。中国のWTO加盟も繊維産業にとっては先進
国との間で個々に数量規制があるため、加入実現に
よって直ちに環境が激変することはないと予想され
ている。
　しかし、クォータ制や二国間協定も2004年末には
WTOに統合され、量的規制が排除されることになる。
その時には、華南地区はさらなる国際競争力を発揮す
ることであろう。

海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

岐阜県香港駐在員　野原　英一

華南地区アパレル工場見学

三
千
人
の
従
業
員
の
ア
パ
レ
ル
工
場

　交易会で有名な広州市や香港と隣接した経済特区シンセン市などがある中国華南地区は、外資系

による投資が最も活発な地域であり、多くのアパレル企業・工場も存在している。先般、同地区の

アパレル工場を幾つか訪問する機会を得たので報告します。
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県内中小企業主要業種の景気動向
（1月調査、12月実績）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△△△プ ラ ス チ ッ ク
→△△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
→▲▲▲▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
→△△△△モ ザ イ ク タ イ ル
→△△△○窯 業 原 料
→△△▲▲耐 火 れ ん が
→▲▲▲▲石　 　 灰
→△△○○生　 コ　 ン
→△△△○砂 利 生 産
→▲▲▲▲砕 石 生 産
→△△△△鋳　 　 物
→▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 
→△△▲△刃物等金属製品 （内需） 
→▲▲▲▲メ　 ッ　 キ
→△△△△機 械 金 属

→▲△△○金　 　 型
→△△○○機械工具・工作機械
→△▲▲▲電 気 機 械 器 具
→▲▲▲▲輸 送 機 器
→△○○○各種物産品（観　 光）
→▲△○○各種物産品（ギフト）
→▲▲▲▲陶　 磁　 器
→△△○○総 合 卸 売 業
→▲△○○青　 　 果
→△△△△水　 産　 物
→△▲△△家 電 機 器 販 売
→▲▲▲▲メ ガ ネ 販 売
－－－－－中 古 自 動 車 販 売

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種
→△△○○味 噌 ・ 醤 油
→▲▲△△豆 腐 製 造
→▲▲○○食 肉 （ 国 産 ）
→△△△△菓　 　 子
→△○○○米　 　 菓
→▲▲○○酒　 　 造
→△○○○米　 　 穀
→△△△△ね　 ん　 糸
→△△○○織 物 染 色
→△△▲○ニ ッ ト 工 業
→▲▲△△毛　 織　 物
→△△△△合 成 繊 維 織 物
→▲▲△▲ニ ッ ト 雑 貨
→△△○○靴　 　 下
→△△△▲メ ン ズ ア パ レ ル
－－－－－婦 人 ・ 子 供 服
－－－－－縫　 　 製
→△△△▲製　 　 材
→△△△△銘　 　 木
→△△▲▲集　 成　 材
→▲▲▲▲家 具 （ 美 濃 ）
→△○○○家 具 （ 飛 騨 ）
→△△△△東 濃 ひ の き
→△△○○家　 庭　 紙
→△△△▲特　 殊　 紙
→▲▲▲▲紙　 加　 工
→△△○○印　 　 刷

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△○○石 油 製 品 販 売
→△△○○共 同 店 舗
→△△△△岐 阜 市 商 店 街
→△△○○大 垣 市 商 店 街
→△△△○多 治 見 市 商 店 街
→▲△△△恵 那 市 商 店 街
→△△△△高 山 市 商 店 街
→△△○○車 体 整 備
－－－－－タ イ ヤ 整 備
→△△△▲長 良 川 畔 旅 館
→▲▲▲▲下 呂 温 泉 旅 館
→▲▲▲▲高 山 旅 館
→▲▲△△ク リ ー ニ ン グ
→△△△△広 告 美 術

→○△○○情 報 サ ー ビ ス 業
→△△△▲映 像 制 作
→△△○○飲　 食　 業
→△△△○土 木 （ 岐 阜 ）
→△△△－土 木 （ 飛 騨 ）
→△△△△木 造 建 築
→△▲○△鋼 構 造 物
－－－－－電 気 工 事
→△△△△管 設 備 工 事
→△△△△建 築 板 金
→△△△△建　 　 具

→△▲○○産 直 住 宅
→△△△△貨物運送（岐阜地区）
→△△△△貨 物 運 送 （ 県 域 ）

12月景況調査

年
末
年
始
の
消
費
需

要
関
係
、建
設
関
係

で
売
上
が
増
加
。し

か
し
、需
要
の
伸
び

が
悪
く
、価
格
も
厳

し
い
た
め
、景
況
感
は

反
対
に
悪
化
し
た
。

景
況
感
は
不
変

緩
や
か
な
下
降
が
予
想

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対

象
に
ま
と
め
た『
十
二
月
の
特
色
』と『
三
月

ま
で
の
景
況
の
見
通
し
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
十
二
月
の
特
色
〕組
合
か
ら
見
た
県
内
中

小
企
業
の
特
色
は
①
年
末
年
始
需
要
で
売
上

増
加
、景
況
感
は
不
変
②
販
売
価
格
、収
益
、

資
金
繰
り
の
悪
化
続
く－

と
な
っ
て
い
る
。

　

十
二
月
の
景
況
感
は
Ｄ
Ｉ
値
が
マ
イ
ナ
ス

　

ポ
イ
ン
ト
で
、前
月
よ
り
４
ポ
イ
ン
ト
悪
化

27し
、景
気
は
再
々
度
の
悪
化
動
向
に
入
っ
て
い

る
。

　

業
種
別
の
動
向
で
は
、食
品
、小
売
業
等
の

依
然
堅
調
な
業
況
を
保
っ
て
い
る
の
は
情
報
サ
ー
ビ

ス
だ
け
で
あ
る
。

　

収
益
状
況
、資
金
繰
り
は
前
月
に
較
べ
、悪
化
の

度
合
い
が
若
干
改
善
さ
れ
た
が
、依
然
悪
化
傾
向

は
強
く
、企
業
経
営
も
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。

　
〔
三
月
ま
で
の
見
通
し
〕三
月
ま
で
の
景
気
動
向

予
想
は
、Ｄ
Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、当
月

30

実
績
よ
り
３
ポ
イ
ン
ト
の
悪
化
予
想
と
な
っ
て
い
る
。

要
因
と
し
て
、食
料
品
、衣
料
関
係
が
年
末
年
始

需
要
の
反
動
と
、建
設
関
係
も
伸
び
止
ま
り
等
が

あ
り
、緩
や
か
な
下
降
が
予
想
さ
れ
る
。
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岐
阜
県
広
域
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

協
同
組
合
（
雁
部
音
吉
理
事
長
）
は

一
月
二
十
四
日
、
岐
阜
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
ホ
テ
ル
で
同
組
合
の
総
会
・
発
足

式
を
開
催
し
た
。

　

同
組
合
は
、
岐
阜
県
中
央
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
が
平
成
十
二

年
一
月
十
二
日
に
名
称
変
更
を
行

い
、
一
月
二
十
四
日
の
総
会
で
岐
阜

中
央
・
西
濃
・
揖
斐
・
中
濃
・
東
濃

の
五
協
同
組
合
（
五
十
組
合
員
）
を

一
本
化
す
る
決
議
を
行
っ
た
。
一
本

化
の
目
的
と
し
て
、
組
合
及
び
組
合

員
の
経
営
の
合
理
化
を
一
層
図
る

と
と
も
に
、
品
質
の
向
上
・
安
定
供

給
・
価
格
の
適
正
化
を
め
ざ
し
、
地

域
社
会
の
発
展
を
図
っ
て
い
く
。

  
雁
部
理
事
長
は
「
こ
の
厳
し
い
経

済
環
境
を
打
破
す
る
た
め
、
五
組
合

を
一
本
化
し
広
域
的
な
視
野
に
立

ち
、
組
合
の
運
営
と
組
合
員
の
発
展

に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
抱

負
を
語
っ
た
。

　

協
同
組
合
下
呂
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
（
通
称
＝
ラ
イ
フ
ア
ッ
プ
タ

ウ
ン
・
ピ
ア
、
今
井
滋
理
事
長
）
は

一
月
二
十
五
日
か
ら
、
購
入
し
た
食

料
品
な
ど
を
入
れ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

再
生
繊
維
の
買
い
物
袋
『
リ
サ
イ
ク

ル
バ
ッ
グ
』
を
販
売
し
た
。

  
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ッ
グ
は
、レ
ジ
で
客

に
渡
す
ポ
リ
袋
の
使
用
を
減
ら
し
、

環
境
保
全
に
一
役
買
う
た
め
の
取
り

組
み
。
バ
ッ
ク
は
環
境
保
全
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
緑
色
で
、
肩
に
掛
け
ら

れ
る
丈
夫
な
持
ち
手
が
付
き
、
価
格

は
五
百
円
（
税
込
み
）。
食
品
コ
ー

ナ
ー
と
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
で
販

売
し
て
い
る
。

　

バ
ッ
グ
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

カ
ゴ
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
、

精
算
の
際
に
バ
ッ
グ
を
レ
ジ
係
に
渡

す
と
、
精
算
済
み
商
品
を
移
す
カ
ゴ

に
バ
ッ
グ
を
取
り
付
け
使
用
す
る
た

め
、
ポ
リ
袋
に
詰
め
直
す
必
要
が
な

い
。
ま
た
、
買
い
物
毎
に
ポ
イ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
カ
ー
ド
に
「
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
」
が
二
ポ
イ
ン
ト
（
二
円
相
当
）

県
広
域
生
コ
ン　

の
発
足
式

（協）

環
境
適
応
型
タ
イ
ル
の
開
発

二
組
合
・
一
町
が
共
同
開
発

　

協
同
組
合
ケ
ー
エ
ス
ジ
ー
・
笠
原

陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
・
笠
原
町
が

共
同
で
、
研
究
開
発
を
進
め
て
き
た

『
環
境
適
応
型
タ
イ
ル
』が
完
成
し
た
。

開
発
商
品
は
、
市
村
昭
二
理
学
博
士

の
協
力
と
東
京
国
立
衛
生
研
究
所

に
製
品
の
試
験
依
頼
を
行
い
、
ト
イ

レ
や
風
呂
場
な
ど
利
用
で
き
る
タ
イ

ル
を
開
発
し
た
。

　

▽
フ
ァ
イ
ラ
ッ
ク
Ｃ
Ｔ
タ
イ
ル
＝

汚
れ
の
原
因
と
な
る
物
質
を
分
解
し
、

汚
れ
が
付
着
し
に
く
く
し
、
防
菌
防

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ッ
グ
を
販
売

　

下
呂
Ｓ
Ｃ
・
ピ
ア

（協）

臭
効
果
が
あ
る
タ
イ
ル
。

　

▽
フ
ァ
イ
ラ
ッ
ク
遠
赤
タ
イ
ル
＝

遠
赤
外
線
の
生
育
光
線
作
用
に
よ
っ

て
血
行
促
進
・
温
熱
・
疲
れ
予
防
や

回
復
・
防
菌
防
臭
効
果
が
あ
る
タ
イ

ル
。

美
濃
地
域
の
五
組
合
を
一
本
化 

県
広
域
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト　
（協）

環
境
適
応
型
タ
イ
ル
開
発
の
発
表
会

下
呂
S
C
の
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ッ
ク

を
提
供
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ッ
グ
使

用
者
に
還
元
さ
れ
る
。

　

今
井
理
事
長
は
「
バ
ッ
グ
の
価
格

は
、
同
様
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る

他
店
の
半
額
程
度
に
抑
え
た
こ
と
で
、

環
境
保
全
活
動
の
参
加
意
識
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

協同組合　岐阜県高速道路利用センター�
　500－8227  岐阜市北一色1丁目20番11号�

佐藤商店ビル2F
TEL（058）247－2818・（058）246－5981
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中
央
会
が
主
催
す
る
三
月
の
講

習
会
・
研
修
会
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

◎
青
年
中
央
会
東
濃
版
講
習
会

＝
三
月
三
日
、
午
後
七
時
〜
午
後
九

時
、
場
所
は
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
（
土

岐
市
土
岐
津
町
）、
テ
ー
マ
は
「
新

世
紀
・
日
本
の
進
路
」、
講
師
は
慶

應
義
塾
大
学
・
総
合
政
策
学
部
の
草

野
厚
教
授
（
テ
レ
ビ
朝
日
・
サ
ン

デ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
出
演
）

　

◎
中
小
企
業
組
合
関
係
税
制
等

の
研
修
会
＝
テ
ー
マ
は
「
中
小
企
業

組
合
関
係
税
制
の
内
容
と
平
成
十

二
年
度
税
制
改
正
要
綱
」「
改
正
中

小
企
業
基
本
法
・
改
正
中
小
企
業
団

体
の
組
織
に
関
す
る
法
律
の
概
要
」、

講
師
は
兼
山
登
税
理
士
及
び
本
会

職
員
、
開
催
日
・
会
場
は
次
の
と
お

　

全
国
中
央
会
が
編
集
、（
財
）
中
小

企
業
情
報
化
促
進
協
会
が
発
行
す
る

『
二
〇
〇
〇
年
版
賃
金
・
労
務
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
』
が
二
月
十
五
日
に
発
売

さ
れ
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
Ｂ
５
版
、
三

八
〇
頁
、
定
価
四
千
二
百
円
（
送
料

別
）。
今
回
の
特
集
は
「
若
年
労
働
者

の
育
成
と
モ
ラ
ー

ル
ア
ッ
プ
の
方

策
」
の
ほ
か
、
主

要
統
計
や
解
説
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
は
、
中
央

会
・
調
査
労
働

チ
ー
ム
ま
で
。

中
央
会
の
講
習
会
・
研
修
会
の
案
内

　
〈
一
月
中
〉

７
日
〜　

日　

美
濃
焼
新
春
見
本

14

市
・
岐
阜
県
陶
磁
器
工
業
協
同
組

合
連
合
会
傘
下
組
合
（
セ
ラ
ト
ピ

ア
土
岐
ほ
か
）

　

日　

中
小
商
業
活
性
化
支
援
事

12
業
・
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
会

（
三
重
県
）

　

日　

ミ
レ
ニ
ア
ム
2
0
0
0
ウ

13
エ
ル
カ
ム　

ぎ
ふ
・
オ
ー
プ
ニ
ン

21

ブ
・
Ｉ
Ｔ
研
究

会
（
ソ
フ
ト
ピ

ア
ジ
ャ
パ
ン
）

　

日
〜　

日　

全

28

30

国
地
場
産
フ
ェ

ア
（
三
重
県
）

　

日　

岐
阜
地
方

31
最
低
賃
金
審
議

会
（
岐
阜
合
同

庁
舎
）

グ
イ
ベ
ン
ト

　

日　
（
社
）
岐
阜
県
電
機
工
業
会
・

18
地
域
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
研
修
会

（
す
ぎ
山
）

　

日　

中
小
企
業
大
学
校
瀬
戸
校

27
運
営
委
員
会
（
名
古
屋
市
）

　

労
働
力
確
保
組
合
集
中
指
導
事

業
・
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
会

（
グ
ラ
ン
パ
レ
ホ
テ
ル
）

　

日　

中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ

28

賃
金
・
労
務
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

り
。
開
催
時
間
は
二
会
場
と
も
午
後

一
時
三
十
分
〜
午
後
三
時
三
十
分

　

▽
東
濃
会
場
＝
三
月
二
十
一
日
、

美
濃
焼
セ
ン
タ
ー
・
大
会
議
室

　

▽
岐
阜
会
場
＝
三
月
二
十
二
日
、

県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
・
三
階
中
会
議

室

　

問
い
合
わ
せ
・

参
加
申
込
み
は
、

中
央
会
・
組
織
指

導
チ
ー
ム
（　

〇
TEL

五
八－

二
七
七

－

一
一
〇
二
、　
FAX

〇
五
八－

二
七

三－

三
九
三
〇
）

ま
で
。

「小規模企業共済制度」とは小規模企業の個人事業主�
又は会社等の役員の方が廃業・退職された場合、その後�
の生活の安定あるいは事業の再建などのための資金を�
あらかじめ準備しておく共済制度で、いわば「事業主の退�
職金制度」といえるものです。�
（この制度は、小規模企業共済法（昭和40年　法律第102号）に�
基づいたもので、政府が全額出資している中小企業総合事業団�
が運営しています。）�

〒105-8453 東京都港区虎ノ門3-5-1  虎ノ門37森ビル�
共済相談室    （03）3433-7171　URL http://www.jsbc.go.jp/

安心へ、今日からスタート�!
小規模企業共済制度が�
変わります。�
（平成12年4月から実施）�

・共済金等の見直し�
・共済金の新たな支給方法の追加�
　（一時払いと分割払いの併用）�

・新たな契約者貸付制度の創設�
　（新規事業展開等貸付・福祉対応貸付）�
　　　　　　　　　　（平成11年5月から実施）�

・既存の契約者貸付制度の拡充�
　　　　　　　　（平成11年5月以降順次実施）�

お問い合わせはTEL.03-3433-7171

改正の内容�

・掛金は金額所得控除　�
・共済金は一時払い又は分割払い�
・共済金は退職所得扱い又は公的年金等の雑所得扱い�
・貸付制度�

制度の特色�

小規模企業共済�
事 業 主 の 退 職 金 制 度 �

東京（03）3432-1199�
大阪（06）6940-3741

テレホンサービス�

問い合せは　岐阜県中小企業団体中央会　TEL058-277-1101


